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「み」 みんななかよく
「や」 やりとげよう 最後まで みやじっ子に
「じ」 自分からすすんでがんばる

令和８年度
6月号

校長 大住 和行

5月13日（水）に、３年生から６年生を対象に、八代市による「学習状況調査」が実施されま
した。この調査は、友だちや先生等との関係やルール・マナーの意識、思いやりの意識など大
きく分けると１９の分野について、子供たちが設問に回答する形で行われたものです。
八中校区の子供たちの課題の一つに「メディアコントロール」（テレビやゲーム機、スマホな

どを生活の中で適切に利用する力）があります。そこで、今回の意識調査の結果から、メディ
アコントロールに関係する家庭での「生活習慣」と「学習習慣」についてお知らせします。

子供たちの生活習慣、学習習慣は？ ※八代市学習状況調査から

生活習慣 学習習慣

本校は、一学年の人数が少ないので、２、３人の違いで割合が大きく変動しますが、就
寝時刻が「１１時以降」の子供の割合が全国平均と比べて高くなっています。また、 ４年生
以上ではおよそ７０％以上の子供が、家庭生活のうち「２時間以上」をメディアに使ってい
ます。
学習習慣については、家庭学習を「ほとんどしない」子供が５・６年生の３人に１人、家

庭学習の時間は、５人のうち２、３人の子供が「0～１５分」と回答しています。

子育ての時間は、そう長くはありません。１８歳で子供が親と離れて生活するとすれば、
小学校入学から１８歳までは１２年間しかありません。その間に、子供の自立に向けた習慣
を育てることは大切なことだと考えます。子供が、家庭で過ごす大切な時間をメディアと
向き合って２時間以上費やすよりも、その内の３０分でも家族でお互いの顔を見ながら会

話をする時間にできると、生活習慣も人を思いやる心も育つのではないかと思います。


